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。監事の再｛壬 令書与の辞任

9月911で任jりj満了となった当研究所徳永久次服、,Ji'.は 当研究所参与大沢両；uは，£！｝林事務次官を辞任したため，
9 /JlO日付けをもってi直前産業大出から・11j任命された。 lO}J 25日研究所参与を辞任した。

。海外派遣民の出発および帰国 出発一一，，日明138:i判長海外派mnとして下記4名が10月中に任地に向け出発したo

--~---····· 名； ----~- 兜···－－－~ 則 一回一戸川出発目｜制Wl間
新名政英！ィシ間経済開発向ける外国資本の役；！W ｜二品ーデリー 110.f:I7日Iz年

－·；－－~~：…｜込町~き；~i，~~；；一 一 I..一一 l

安・燦 l跡夫 モロッコにおける法制！JIU・の変郁
一一経済訟を中心としてー一

フィリピン，インドCJ:村の社会控訴1摩地
-fi労働の形成を中心として一一

司企 4・．
l"J 泊・4 ：手

リオデジャネイロ I10月15日 2 年

フ 2 年/'¥ ！ツ トI10月25日

マニラ，デリー I10月30日 2 1p 

的問一一ll[1和36年度海外派江tnのうち，下記2名が2年IHJの任務を終了し，帰国した。

ー主一一七：~J-- 」（＝~~－－－~~－－－－－－－－－－1 ＿＿竺ー竺~－－l.－~仁旦－土
岡崎 E ギ；｜イラシの社会経済も・.iJaと近代化 ｜テ ヘ ラ ン I10 月 2 1:1 

！ タイの宇！会経済m造 ｜ ｜ 
友杉 本［ 一山以HI脳叫点としてー ｜パンコック I10 月 5 目

。昭和38年度現地調査 に掲，lえしたが，その後I.I＇，発L，また出発予定のものは，
本年度現地訓査の却1μ1j（の！.ii発については本詑9月号 っきFのとおり。
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。主な人事異動

主な人事兵助が，つゲのとおり発令された。

休 職 111 下三郎

彼峨を命ずる

総務部参~JI：を命ずる
l肝不.Jl38年10月21日付け

図：！？資料部長 阪 rn 点 J＇じ
ラテン・アメ 1)j；についての調査研究活動と資料引

怖に測する現地制布のため，メキシコ他5カ国へ出張

を命ずる。

津 市 ITI ；；！， 秀夫

関1~f資料部長限rrtt （’h：海外出張中国；！｝資料部長事務
取控を命ずる。

岡'i!J'.lt料市H民部課長 中村弘光

図治資料部盤羽l諜！~~j~務取按淑Hi!'l：侃海外出張中図
:;!.}ft科部盤耳I！.課長ヲw筋ll:x.扱を命ずる9

117 
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深沢八 n1s
」l,'J1.r.研究部l引11li~H~f.i't：士命ずる。

以上II（｛和38:tr・11月11:1Hけ
く〉出版案内（10月1Fl～11月15i:l先行のもの）

市川他二日IS引： ln-l!iH アツアn~村社会の続前性向』 〈ア
ジア経前研究シリーズ抑17型D，ア・ユ・シュピJレ卜：払
アジア・アフリカ研究所以「アフりカの）jj（料rtim』 （研
究会考資料抑50集）， ＊域政私l『インドの級ilrJri肢と
教育投資』 （研究さ会考ftflti’J51持〉
。了アジア経済の長期展望計@I＿］作業進渉状況（10月分〉

〔調整委n会〕
1. 委n会のmm:;
(1）小需品会（安Ll：長主li絡会，i出）
FAO, ECAFEの Jtfil！によゐ iiv.rr~記長j出す’vMW
門家会議の経過および付拘l付栴の報告がなされ，
ついで総体予m11委と各委および各提m:rr.uaの予rtllJ
万訟の；；；：J主主：をr.J.1心として今後の只ケジューJレ右投
iiずLfこc

〔総体予測香H会〕
1. ~n会のIJl1fm
。今月は総体子出I］安日会は山市［・l士－r，委ru返とすれ陥
Mが匡1=1心となって今後の研究ill・自Jijセ検討した。
on易小委n会（10月2円） ~Ji：務局作成（｝）資料にも
とづきj成［1-Jf(,ihのfm,i「について討議，あわせてエ
カフェの80午i/)f（必予測について討議。

2. ・:)i：幼児の作梁状況

'J'l劫マトリックスの作成（:960年および61年〉
3. 今後の予定
{l) 予測モデルり改善の研究

fffi 

るためにDlイゼのモテ＇；レ宗 （m)111w11分~』fな 11J 自Eならし

める！北tミ予測－£－デJレに改普－tる方法について研究
を進める。

(?.) 中IMJ報告の成長予測附の開別T引免討
法礎デ｝タ，凶拓i方担式とくに愉入前放につい
て｜・司｝Jljに再検討ちナ加える。

（の海外m助と完済成長を1.j:1心とする分析
先進治問よりの経済段以J抱－iと経前成長との閃辿
を誌｜・故l刊にとらえる。

4. 貿易マトリックスの作成が修了したので逆行列京

の作成を行なう。

〔~：来安民会J
1. 委民会の1mmi
(1) t{$26問委民会（10月11日〉

Mill日原料の生院予測について仇討。
2. !JH先｝吊の「Fm状況
(1) 引き続きお要予測似の投J~日および検討
<2} 1111nn原料およびジュートの生産予測値；a・r.〔
3. 今後の予定

{l) ジ斗ートおよび砂山の－f,i)llj位決定

(2) ~1.；：誕予測の陥定

〔工；促妥H会〕
1. 香只会のlifHm

I J 8 

．ー ・・・・ ． ．． ． 一一一一一 一一

節目ー1匹i小香川会（IO月3日）
1l1HIJ.fli告における織商店m1’t予測納氏の快i討を行
ない，今後の＇：I.＝.此予il!i!の方法会a－；，浪。

お：n2-21~11 小委n会ーヒアリング（10月25!"1)
fえ~it！，ヴ」j'"i;i-i-11!1j1t,＇をmき，工業製品生成の予測
方法について詑JIをl~t!l以。とくに，セクターモデ
ルとの関係について討i誌を行なった。
部12-3回小需品会 (10月2811)

機械＇，Ii";袈j予測のとりあげ｝jについて孤111妥~J'Lと
沼；tt交換，作決；n・悶を打ち合わせた。
tnI2-4l可小委ll会（10月31;:l)
機f.O:!JJ要干BMの逃め方として．まず｜卦述f(易統
fi・・1・と現地統計・令J[jいて物品：パランスを作成し，チ

机I］ι必裂な機舶の巡定右行なう。作i岱r.r.::Ji:務局が
ij・1，むとなり，渡辺，硲川耐震Ll｝：共同で行なうこ
とに決〉主。

2. ~J正務局の作来状況
(1) 中｜！日報告；I~内作の怯討

(2) 各商品位Pi'~予測のための資料強制i

〔:tci~i（ .~n会〕

1. 委n会のomm
(1）小強引会（9月初日），口利，11先ilh（判；）とJil終
報告f'FIおに｜到する打ち合わせ。
(2) 小援H会〔10月3H），海外Hi'.JJiJ'.J六会と 1，土終
十日告作成に｜対ずる打ち合わ・位、

(3）第11巨！香日会（10月4L~ ）.貸出｛揖n会の1，之終
報告作成lこ｜到する打・ら合わせ

「iii終報告作成にWJする；？？四」をイ，J・；浪。
下記0）分担により， j京来日fiI）＇ おそくとも来年
1月央まで巳，でき・れば年九；こ作tr：；ならびに！日rn.・；J
tt'f~を終了することを決定。
① スズ，制．．．．．．さjj：金属鉱議(11：）海外:is.
② ボーキサイト．．千l：友商事（株）点京非鉄金以

部

③ 店［illr ......・・・・ liiih~J己換えli~｛l
0) '1!iJJ ..........海外・j{tJJ淵査会
＠石油製品．．．．．．日本f¥l［発計｜｜〈株〉総務部1m先

羽：

（！》鉄鉱工i........八端i}i鉄（株） '.tt~i［調布主

2. 事務局の作業状況

(1) ECAFE資料 Projectionsof Foreign Trade 
of the ECAFE Region 1ψto 1980についてそ
の域型を各委只に紹介し，あわせ・て資源妥日会の

r[r[t日報告の結果とのJ.ヒt怯検討を行なったo
(2) fii~j（安民会とf（品小委只会の各中！日lffi告のあ•1県
について比政検討を開始し，梓賓比が八附製鉄

〈判。，三ユ 1：企鴎ti；栄〈羽：〉，おill！~ぷ来述！！！！などの告
；委只を11互訪して，それぞれの調整刀法について協
調守行なった。この結果11月中には貿易小話民会

k の調拾を一応終了するJ~；凪しである。

心動向分析室の出版物

クロノロク』 No.2.『州胡朴政1在の5カ月』， No.4. 
rアジアの引き』


